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デジタルを活用した大規模業務の受注体制構築
大規模な緑地管理業務を現状の人員を変えずに受注できる体制を構築する為に、ソリューションを比較検討し妥当性を
評価した結果、ロボット草刈り機を導入し、生産性の向上および事業拡大を目指しています。

＜Y-BASE コンサル検討事例＞

概要 検討内容

相談者 造園業

課題

• 造園業務そのものが
減少傾向であるため、
得意分野である大規模な
公園の緑地管理業務の
受注体制構築に力を入れたい
 一方で、現状の人員を

増加することは考えていない
 同じ業務を少人数で完結させる

ためには、どの方法が自社に最適
か、費用対効果を含めて検討ス
テップを具体化したい

• 少人数での作業実施が可能になることで大規模な業務の受注可能数を増加
• ロボットによる一部業務の自動化が可能になることで、
悪天候時の施工および従業員の安全面の強化を実現

• 大規模業務を少人数で実施するためのロボット草刈りを導入
 人の手を必要としないエリアや人の手では作業しずらい

エリアでの作業をロボットで実施
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検討ステップ

ヒアリング ソリューションの妥当性検討

• 経営方針の確認
• ソリューションの検討状況を確認
• 課題および原因の特定

• 検討しているソリューションに対する
妥当性を判断
 目指す姿の実現は可能か
 根本的な原因の解決に

寄与できるか


